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今
回
は
木
村
雄
治
専
務
に
、
激
動
の
２

０
２
１
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
、
木

村
建
設
の
２
０
２
２
年
へ
の
展
望
を
聞

き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
を
振
り
返
り
、

現
在
の
お
気
持
ち
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

木
村
建
設
に
と
っ
て
の
２
０
２
１
年

を
一
言
で
表
す
と
、
ず
ば
り
「
活
」。
売

り
上
げ
規
模
は
前
年
と
大
差
あ
り
ま
せ

ん
が
、
若
手
社
員
が
増
え
て
社
内
に
活
気

が
出
た
１
年
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
社
員
の
皆
さ

ん
が
活
き
活
き
と
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て

い
る
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

今
後
も
こ
の
活
気
を
失
わ
な
い
よ
う
、
前

向
き
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
で
、
特
に

困
難
を
感
じ
た
の
は

ど
の
よ
う
な
点
で
す
か
。

木
村
建
設
で
は
民
間
建
築
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
他
社
と
の
価
格
競
争

で
利
益
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
利
益
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
新
た
な
協
力
会
社
を
見
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
外
部
に
依
頼
し
て
い
る

設
計
の
ス
ピ
ー
ド
と
、
私
た
ち
が
理
想
と

す
る
ス
ピ
ー
ド
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の

も
課
題
の
一
つ
。
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

熊
本
県
の
地
方
創
生
事
業
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

成
果
は
ま
だ
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
お
客
様

と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
地
域
に
根
差

し
、
貢
献
し
、
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る

会
社
に
な
る
た
め
に
、
よ
り
強
い
信
頼
を

勝
ち
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。２

０
２
１
年
前
半
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
正
直
な
と

こ
ろ
あ
ま
り
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
後
半
に
な
る
と
建
築
材
料
の

新卒面接に臨む姿
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値
上
が
り
、
部
品
調
達
困
難
等
に
よ
っ
て

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
納
期
遅
れ
や
工
期
延

長
が
相
次
ぎ
、
粗
利
が
減
少
。
そ
う
い
っ

た
外
的
要
因
に
対
応
で
き
る
強
い
会
社

で
あ
る
た
め
に
、
常
に
情
報
を
収
集
し
、

未
来
の
予
測
を
立
て
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

会
社
や
社
員
に
起
こ
っ
た

変
化
や
、
成
長
を
感
じ
た

点
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
入
社
員
が
仕
事
を
学
ぶ
場
は
、
基
本

的
に
現
場
が
中
心
。
日
々
の
業
務
が
忙
し

い
中
、
若
手
教
育
に
力
を
入
れ
て
く
れ
る

社
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
成
長
も
感
じ
て
い
ま
す
。
若
手

が
力
を
つ
け
て
い
け
ば
組
織
に
も
活
気

が
生
ま
れ
、
会
社
の
成
長
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
新
人
育
成
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
改
善
を
図
り
な
が
ら
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
目
標
に

対
す
る
手
ご
た
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
工
事
、
ド
コ
モ
の
請
け
負
い
に
関

し
て
は
、
例
年
ど
お
り
の
推
移
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
に
お
い
て
現
状

を
維
持
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
社
員
の

努
力
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
事
業
に
関
し
て
は
、
幹
線
道

路
沿
い
の
土
地
を
地
権
者
か
ら
借
地
し

て
テ
ナ
ン
ト
に
貸
し
、
そ
の
テ
ナ
ン
ト
建

設
も
木
村
建
設
で
行
う
こ
と
を
前
提
に

折
衝
を
進
め
て
い
る
真
っ
最
中
。
テ
ナ
ン

ト
へ
の
提
案
件
数
は
順
調
に
伸
び
て
い

る
も
の
の
、
ま
だ
成
約
に
は
結
び
つ
い
て

い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
１
件
の
成
約
を
急
務

と
し
、
今
後
に
期
待
し
た
い
事
業
で
す
。

重
要
な
の
は
仕
事
を
「
待
つ
」
の
で
は
な

く
、
み
ず
か
ら
「
つ
く
り
出
す
」
こ
と
。

そ
れ
が
で
き
る
チ
ー
ム
を
育
て
て
い
く

こ
と
を
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の

展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
社

会
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
先
行

き
は
ま
だ
ま
だ
不
透
明
で
す
。
材
料
の
価

格
動
向
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
見
積
も

り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
慎
重
さ
を
忘
れ
ず
に
積
極
的
な

姿
勢
を
と
り
、
会
社
の
成
長
の
た
め
に
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
経
営
を
し
て
い
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

最
後
に
、
社
員
の
皆
さ
ん
へ

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

１
年
間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
が
ん
ば
り
に
よ
り
、

木
村
建
設
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
心
か
ら
の
お
礼
を
伝

え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
社
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た

め
に
は
、
個
々
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
業
務
に
必
要
な
資
格
取

得
に
も
、
ど
う
か
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。
今
後
も
全
社
一
丸
と
な
り
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

業界紙に目を通す

朝礼の言葉

企業情報
設立：1956 年 12 月
売上高：23 億円（2021 年 9 月期実績）
従業員：59 名　



熊本市動植物園　
正面ゲート工事 

初企画『現場探訪』を終えて

今回、工務部が現在施工している『熊本市動植物園 正面ゲート』の撮影に 

お邪魔させて頂きました。 

熊本市内で家族や学校の催しがあればココ！というくらい 

熊本市民にはなじみ深い場所でもあります。 

最近では、コロナの影響もあり入場制限があったり 

休館になったりする施設が多いなかで、 

子供たちを連れていくことのできる施設があるありがたさを、 

私も含めて市民の方々は感じていたかもしれません。 

そんな熊本市の顔ともいえる動物園の正面ゲートを 

『木村建設』が施工していると聞き、 

担当者の部長代理 池田さんに確認をし、アポを取って早速現場へ。 

多くの職人さんが出入りする現場はとても緊張感があり、 

仕事の邪魔にならないよう休憩時間に入らせていただきました。 

新卒入社の工務部 平岡社員に案内してもらい、 

普段は住宅の現場には行っておりますが、 

今回工務部の現場は初めてでしたので規模の大きさにかなり圧倒され、 

いつもと違う現場に高くなるテンションを抑えつつ写真を撮ってまいりました。 

熊本県内では郷土出身の漫画家 尾田栄一郎氏（『ONE PIECE』の作者）の 

キャラクター達が県内各所に設置され、 

その仲間の一人（一匹？）『チョッパー』が正面ゲートにいます。 

一緒の現場にて堂々と掲げられた木村建設の旗をとても誇らしく感じました！ 

現在、工務部が施工中の現場を広報課の松本さんがレポート！ 
大規模な工事を、チョッパーが見守る姿も……？！ 

撮影後記：広報課 松本啓太郎

⬆ 『蘇り、磨かれる。熊本をより豊かな街へ』
⬇ 事務所

大規模な工事であることがわかります

内部の様子

内部の様子①

天井の様子

ゲート裏側

ゲート裏側①

ゲート裏側②

木村建設の旗が青空に映えています

チョッパー像の
後ろで進む工事

現場探訪



家庭家庭とと仕事仕事
両立両立のの秘訣秘訣
家庭家庭とと仕事仕事
両立両立のの秘訣秘訣
家庭と仕事
両立の秘訣

職場での自分、家庭での自分。
どちらも大切で、両立には苦労も
多いことかと思います。 
今回は、現在子育て真っ最中の3名に、
家庭と仕事のバランスを保つ秘訣や
木村建設での子育て事情について
伺いました！

住宅事業部　
広報・アシスタント課 木

き

村
むら

 雅
まさ

子
こ

さん

住宅事業部　営業課 増
ます

井
い

 昭
あき

浩
ひろ

さん

住宅事業部　工務課 永
なが

田
た

 佳
か

世
よ

さん

長
女
が
５
歳
の
と
き
に
七
五
三
で

撮
っ
た
記
念
写
真

次
男
の
百
日
祝
い
の
記
念
写
真

縁
側
で
日
向
ぼ
っ
こ

お子さま

長男  13歳 
次男  10歳 
長女  6歳

お子さま

長女  6歳 
長男  4歳 
次女  2歳

お子さま

長女  11 歳 
長男  9 歳 
次女  5 歳 
次男  1 歳 

家庭と仕事のバランスについて
主人と話し合い、家事・育児全般は私が担っています。子どもたちは
中学校・小学校・幼稚園とバラバラで大変なことも多いのですが、役割
分担の面では今の状態が一番家庭円満だと感じます。仕事のバランス
は、子供の将来ややりたいことを考え、成長の時期に合わせて後悔の
ないように調整しています。

ずばり…木村建設は子育てしやすい？！
家庭の事情などでお休みしないといけなくなっても、チーム内でフォ
ローし合える体制ができていると思います。

家庭と仕事のバランスについて
どちらが優先とは考えていません。仕事のときと家にいるときと
は、気持ちをきっちり切り替えるようにしています。正直なところ、
どちらの時間も足りませんが、子どもたちも朝早くから保育園に
行き、頑張ってくれているので、「私も頑張らないと！」と思います。

ずばり…木村建設は子育てしやすい？！
保育園の行事や健診、子どもの体調不良などでお休みをいただくこ
とも多いのですが、気兼ねなく休ませていただいています。 

仕事も家庭も同じで、仕事がうまくいかないと家庭もうまくいきませんし、
家庭円満でないと仕事も上手く進みません。増井家では、コミュニケー
ションを大切にしているので、家族と今日1日何があったか話す時間を
極力取るようにしています。それが家庭円満に繋がると考えています。
仕事のモチベーションや効率を上げるには、家族の支えが不可欠。いつ
も自分を支えてくれる妻には感謝しています。

家庭と仕事のバランスについて

家にいるときにＣＭが流れると、子どもに「パパの出てるよ！」と言われた
り、近所でも「木村建設」の知名度が上がってきていると感じます。会社か
ら差し入れがある際は、子どもの分までいただけることを嬉しく感じます。

ずばり…木村建設は子育てしやすい？！

パパママ社員に聞く！



自分が加害者になるはずはない……と思っていても、
実は誰でも起こりうる身近な問題、それが「ハラスメント」。 
今回は、職場で起こりやすいハラスメント実例をご紹介します！

働きやすい職場環境のために、そして自分自身を守るためにぜひご一読を！

世の中には様々なハラスメントが存在しますが、
何でもハラスメントと訴えられるわけではありません。
厳しい対応でも業務上の必要性があり、客観的要素
によって正当化できる場合は、ハラスメントにはな
りません。このような風潮を「窮屈」と考えるのでは
なく、互いの権利を認め合う時代だと肯定的に捉え、
より良い職場環境をみんなで目指していきましょう！ 

相手に対する「嫌がらせ」を指すことが多いものの、発言・行動等が本人の
意図には関係なく、他者を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益を
与えたり、脅威を与えた場合にもハラスメント行為と見なされます。

Point Point

❶パワハラ ❷セクハラ

12月お誕生日の
皆様です！

Happy 
Birthday!

工務部
宮本 政尚さん

1212 月月2020日日
住宅事業部　工務課
永田 佳世さん

1212 月月2121日日

福井 友輔さん
社長室
秘書長

12月6日入社

New Face!

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
の
様
子

飲み会で隣の席に座ることを強要する 

「結婚しないの？」「子供はまだ？」としつこく聞く 

「男が育休を取るなんておかしい」と
公的に認められている権利を否定する 

「この仕事は女性には無理」と性別を理由に排除する

「君ならできる」と言って
能力や実力以上のノルマを課す 
腹が立ったときに近くのゴミ箱を蹴飛ばす 
「休日でも上司からの電話は出るべきだ」と叱責する 
久しぶりに配属された新人に何を任せたら良いか
わからず数日間放置する

役立ちコラム役立ちコラム

最後に …

異性間に限らず同性同士でも起こりうる問題です。

人間関係を考えその場では明確な拒否反応を示せないケースが
あります。「相手が拒否しなかったから」としつこく迫ることは
やめましょう。

近年では「男らしさ」「女らしさ」を過剰に求める風潮も、場合に
よっては「セクハラ」に該当することがあるため注意しましょう。

親しい間柄で「冗談」のつもりだったとしても、
相手の尊厳を傷つける言動は慎みましょう。
能力や経験とかけ離れた程度の高い（もしくは低い）仕事を命じるこ
とも、状況や期間によってはパワハラに該当することがあります。
公私混同、プライバシーを侵害する行為等も、人によっては脅威
を与えられたと感じることがあることを理解しましょう。


